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theme 1

アクティブ・ラーニングの始まりと広がり

　中央教育審議会答申（平成26年12月22日）「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜の一体的改革について～すべての若者が夢や目標を芽吹かせ、未来に花開かせるために～（答申）」には、アクティブ・ラーニングを「学生が主体性を持って多様な人々と協力して問題を発見し解を見いだしていく能動的学修」とし、大学教育を、従来のような知識の伝達・注入を中心とした授業から、学生が主体性を持って多様な人々と協力して問題を発見し解を見いだしていくアクティブ・ラーニングに転換するとしている。　このアクティブ・ラーニングという言葉は、中央教育審議会答申（平成24年８月28日）「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～（答申）」において、「教員と学生が意思疎通を図りつつ、一緒になって切磋琢磨し、相互に刺激を与えながら知的に成長する場を創り、学生が主体的に問題を発見し解を見いだしていく能動的学修（アクティブ・ラーニング）への転換が必要である」として示された。こうした大学教育改革の動きが高等学校の授業

改善にも広がり、現在、高等学校や小・中学校の授業をアクティブ・ラーニングの視点で改善していこうとする改革が始まろうとしている。

求められる授業の質的転換

　平成26年11月20日、学習指導要領の改訂に向けて文部科学大臣から諮問文が発表された。そこでは、変化の激しい21世紀の社会では、一人一人の可能性をより一層伸ばし、新しい時代を生きる上で必要な資質・能力を確実に育んでいくことを目指し、未来に向けて学習指導要領等の改善を図る必要があるとしている。つまり、次期学習指導要領の改訂は、資質・能力の確実な育成にあるとし、そのためにアクティブ・ラーニングによる授業改善を目指すとしている。
　諮問文では、学びの質や深まりを重視することを指摘した上で、「課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶ学習（いわゆるアクティブ・ラーニング）」とし、そのために指導方法等を充実させることの必要性などが示されている。今回の学習指導要領の改訂は、学習内容の付加や削除といった見直しのみならず、子どもが自ら学び、ともに学ぶアクティ

新教育課程がめざすアクティブ・ラーニングとは

文部科学省初等中等教育局視学官田村　学
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case 1

思考力・判断力・表現
力を引き出す学習

　越智小は、「学習過程スタンダー
ド」と呼ぶ統一した授業構造を
もっている。
　①課題提示、②問いをもつ、③
問いの共有、④自力解決、⑤集団
解決、⑥価値の共有、⑦振返りと
いった流れで授業が進んでいく。
授業の始めに子どもの疑問などか
ら本時のねらいを明確にした課題
設定を行い（課題提示）、子ども
自身が自分事として課題を把握し
（問いをもつ）、どのような方法で
課題にアプローチしていくかを隣
同士や班、学級全体で見通してい
く（問いの共有）。そして、自分
自身で課題について調べたり（自
力解決）、集団で考えを深めたり
しながら（集団解決）、課題解決
に向けたまとめを行っていき（価
値の共有）、時には練習問題など
にも取り組みながら学んだことを

振り返る（振返り）というもの。
　この学習過程は授業の内容に
よって柔軟な配分を行うことも考
えられており、課題を発見するこ
とを重視する授業では①～③を、
問題解決のプロセスを重視する授
業では④～⑤を重点的に配分する
こととしている。
　これは、高知県教委が作成した
『授業づくりBasicガイドブック』
に基づくものだが、同校では特に、
学びの質を上げることにこだわ
り、より深く思考するための課題
設定や子ども全員が参加できる
ワークショップ型の授業、自分の
言葉でまとめるノート指導などに
力を入れている。
　授業中、話し合いの場面では、
教師の発言は極端に少ない。子ど
もたちには、「授業の進め方」と
いうシートが配られ、それに即し
て子どもたち自身で学習が進めら
れていくのが特徴だ。ペア、班学
習、全体討議など様々な形態で話
し合いは進められる。全体討議で

は、司会となった子どもが課題を
提案し、発言した子どもが次々と
児童を指名していく形で進められ
る。教師の発言は、授業のめあて
をもたせる場面や、話し合いなど
が適切に進められていない場合な
どの軌道修正、より深く考えるた
めのヒントなどに絞られる。友達
の意見を聞き、それをもとに自分
の考えを修正したり、深めたりし
ながら発言し、それをもとに様々

子ども主体の授業づくりで学力向上を実現
［ルポ］

高知県越知町立越知小学校・越知中学校
越知町教育委員会

ペア学習（問いの共有）

自力解決
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な意見が交わされる。子どもたち
の思考力・判断力・表現力をフル
稼働させる授業となっている。か
つて、東京都東村山市立大

おんた

岱小学
校が取り組んだ授業スタイルを、
当時同校の校長であった西留安雄
氏の指導を得て導入した。
　こうした授業に取り組んだ結
果、平成27年の全国学力・学習

状況調査では、国語のA問題で全
国平均を9.4ポイント上回るなど、
国語・算数の両教科でＡ・Ｂ問題
ともに全国平均を大幅に上回り、
算数Ｂ問題を除いては、全国１位
の秋田県を超える結果となった。
同校が平成20年前後には高知県
平均を10ポイント近く下回って
いたことからすると驚異的な伸び
だと言える。
　では、なぜこうした子ども主体
の授業で学力が伸びるのか。
　「それは、授業力アップしかあ
りません」と岡林康雄校長は言う。
　基礎学力は反復学習でもできる
が、活用力は授業で育てるしかな
いとの考えだ。
　授業の流れを統一することで、
教師が課題を共有することになっ
たのも大きいという。お互いの授

業を見合い、「課題をしっかりつ
かめた発問になっているか」「め
あてに向かった授業の進め方がで
きていたか」など、授業の課題を
出し合いながら改善を図っていく
ことで、子ども主体の授業であり
ながら、授業力を向上させている
のが越知小のスタイルだ。
　子どもも、様々な意見を聞いた
り発言したりすることで、より深
く考えることができ、１単位の授
業のほとんどが思考する時間とな
る。思考し続けることで、自分な
りの理解や解決に至り、自分の言
葉で表現したり判断したりするこ
とが身についていくのである。
　「まだ改善の余地はあります。
今後はジグソー法などにも取り組
んで、もっと学びの質を上げてい
きたい」と岡林校長は語った。

問題解決学習の時間配分

・教科の特性に応じて比重をかける。「知識の習得」は、２の課題設定である。

３解決活動に比重
（解決活動に比重）

振返り
　練習問題

解決活動
•自力
•ペア・班
•全体

課題設定

まとめ

４振返りに比重
（定義・定着）

振返り
　練習問題

解決活動
•自力
•ペア・班
•全体

課題設定

まとめ

１基本
（同じ時間の比重）

課題設定
１課題提示
２問いをもつ
３問いの共有

解決活動
４自力解決
５集団解決
•ペ・班・全

７振返り
　練習問題

６まとめ

２課題に比重
（課題設定に比重）

振返り
　練習問題

解決活動
•自力
•ペ・班・全

まとめ

課題設定
課題提示
　問いをもつ
　問いの共有

班学習（問いの共有）

集団解決

授業の進め方を記したシート
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第一人者による

解 説

平成27年の全国学力・学習状況
調査で全国平均を大きく上回った
事例などが満載です !!

巻頭インタビュー　大谷徹奘［法相宗大本山薬師寺執事］

新課程を生かすカリキュラム・マネジメント　天笠　茂
「育ち」と「学び」をつなげる授業　奈須正裕
実践！ アクティブ・ラーニング研修　村川雅弘

教育課程改訂の動向　文部科学省初等中等教育局教育課程課

	 新	教	育	課	程
	 ラ	イ	ブ	ラ	リ

教育課程型授業を考える新 アクティブ・ラーニングの理論と実践

●新教育課程がめざすアクティブ・ラーニングとは
田村　学

●思考をアクティブにする授業とは
齊藤一弥

●プロジェクト・ベース学習（PBL）とこれからの学習づくり
上杉賢士

●アクティブ・ラーニングの指導案はこうつくる
藤村裕一

●子どもたちが自分たちで創り上げていく授業
池田　守

事例 高知県越知町立越知小学校・越知中学校、越知町教育委員会
横浜市立白幡小学校
福岡県春日市立春日東中学校
横浜市立南高等学校附属中学校

提言アクティブ・ラーニング型授業の始め方・学び方
小林昭文

教育課程改訂の動向
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学習指導要領等改訂の方向性と
審議状況について

●学習指導要領等改訂のねらいと背景

　平成26年11月20日、文部科学大臣より中央教
育審議会に対して「初等中等教育における教育課
程の基準等の在り方について」諮問が行われ、学
習指導要領等の改訂に向けた検討がスタートしま
した。
　変化の予測が困難なこれからの時代を生きてい
く子供たちには、自立した人間として自らの人生
を主体的に切り拓き、他者と協働しながら、より
よい社会を創造していくことができる力が求めら
れます。そうした力をどう育てていくか、そのた
めの学校教育の在り方とは─。これらについて
具体的に考えていくことが、今回の諮問のねらい
です。
　学習指導要領等の改訂は、これまでも約10年
ごとに、その時々の社会状況等を踏まえて行われ
てきました。前回の平成20年・21年改訂の際に
は、例えばゆとりか詰め込みかといった二項対立
として捉えるのではなく、変化の激しいこれから
の社会を生きるために、「確かな学力」「豊かな心」
「健やかな体」のバランスのとれた力を「生きる力」
とし、その「生きる力」を育むという理念のもと、
知識や技能の習得とともに思考力・判断力・表現
力などを育むことを目指して、学習指導要領等の
見直しが行われました。特に学力については、「基
礎的な知識及び技能」「これらを活用して課題を
解決するために必要な思考力、判断力、表現力そ
の他の能力」及び「主体的に学習に取り組む態度」
の、いわゆる学力の三要素から構成される「確か
な学力」をバランスよく育むことを目指し、教育

目標や内容が見直されるとともに、習得・活用・
探究という学習過程の中で、学級やグループで話
し合い発表し合うなどの言語活動や、他者、社会、
自然・環境と直接的に関わる体験活動等を重視す
ることとされたところです。
　これを踏まえて各学校において取組が重ねられ
た成果は、近年のPISA等の学力調査結果等にも
表れてきているところです。
　こうした前回改訂の成果は受け継ぎつつ、将来
の予測が困難な複雑で変化の激しい社会のなか
で、これからの子供たちに問われるのは、「何を
知っているか」だけではなく、「知っていること
をどう使い、どのように社会や世界と関わってい
くか」であり、そうした時代の変化や社会の要請
を踏まえた新しい学習指導要領が求められていま
す。こうした背景のもと、現在中央教育審議会に
おいて次期学習指導要領等の在り方について検討
されているところです。平成26年11月の諮問に
おいて、特に具体的な審議事項として示された三
点は次のとおりです。

①　教育目標・内容と学習・指導方法、学習
評価の在り方を一体として捉えた、新しい
時代にふさわしい学習指導要領等の基本的
な考え方
②　育成すべき資質・能力を踏まえた、新た
な教科・科目等の在り方や、既存の教科・
科目等の目標・内容の見直し
③　学習指導要領等の理念を実現するため
の、各学校におけるカリキュラム・マネジ
メントや、学習・指導方法及び評価方法の
改善を支援する方策
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●ご注文・お問い合わせ先
㈱ぎょうせい
フリーコール　0120-953-431　　フリー FAX 　0120-953-495
Web サイト　 http://gyosei.jp
e-mail　　　　Eigyo-edu@gyosei.co.jp
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による最新教育
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文部科学省に
よる解説記事
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の位置づけを明確にして、授業設計を行うことも必
要である。

具体的なアクティブ・ラーニングの
指導案の書き方

（1）「児童生徒の思考と活動の流れ」とそれに対応
した「教師の支援」で構成する指導案

　アクティブ・ラーニングは、児童生徒の主体的追
究を前提とするため、授業設計時に児童生徒の思考
と活動の流れを想定し、それに対応する支援を計画
することが絶対条件となる。したがって、よく見ら
れる「主な活動」と「教師の発問」で構成される指

導案では、アクティブ・ラーニングを設計すること
はできない。
（2）指導案作成時の授業設計の具体的ポイント
　指導案の作成は、下記の授業設計の具体的ポイン
トを基に、図３のように行うとよい。
【導入（問題発見）】
・以下の４種類の問いの生み方のいずれかで、必然
的に本時の目標を達成する学習問題が生まれる資
料提示・活動設定であるか。
①既有経験や既習事項とのズレ、②他者との意
見の対立・拮抗、③目的達成のための障害克服、
④素朴な疑問からの問題意識の醸成

・学習問題を児童生徒の言葉・疑問形（「～だろうか」
など）としているか。

教育学的授業類型 獲得するもの ３類型

鍛
え
る
授
業

１）教師主導の講義・実習・習熟型授業 基礎的・基本的な知識・技能 習得型

２）教師主導の課題解決学習
　　（学習課題・追究方法とも教師が）

知識・技能の基本的活用モデル
活用型

自
ら
学
ぶ
授
業

３）児童生徒主体の課題解決学習
　　（学習課題は教師が）
　　（追究方法は児童生徒が）
　　Project Based Learning

（読解力、思考力、判断力、
表現力、価値観等）

４）問題解決学習
　　（学習問題、追究方法とも児童生徒が）
　　Problem Solving Learning

問題発見能力
問題解決能力

探究型
（最終形）

授業の型ごとに、獲得する学力が違う。型は、教師と児童生徒の言語比率でもわかる。

学力向上に対する授業の型ごとの役割

アクティブ・ラーニング

（探究型が可能
になるまでの
過渡的なもの。
　学び方を習
得済の中・高
では時間効率
化のために採
用）

問題解決能力

図１　四つの学習の型とアクティブ・ラーニングの位置づけ
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アクティブ・ラーニングの指導案の
大前提

　アクティブ・ラーニング型学習の最終形である問
題解決学習は、約50年以上の研究の蓄積があり、
その研究成果を生かすと、次のような大前提がある
ことがわかる。
（1）導入段階の重要性
　アクティブ・ラーニングは、図１が示すとおり、
学習の型３）の児童生徒主体の課題解決学習（学習
課題は教師が提示するが、追究方法は児童生徒が主
体的に決める学習：Project based learning）と４）
の問題解決学習（児童生徒が学習問題を発見し、追
究方法も児童生徒が主体的に決める学習：Problem 
solving learning）である。したがって、３）の場
合には、教師が提示する課題がいかに興味関心をも
たせるか、４）の場合には後に示す四つの方法のう
ちいずれかで児童生徒が主体的に追究しても必然的
に本時の目標を達成できるような学習問題を発見す
ることができる資料提示や活動設定をしなければな
らない。失敗事例の多くは、ここの段階をおろそか
にし、児童生徒の興味関心・問題意識・目的意識を
無視して、教師主導で「めあて」などと称して一方
的に課題を提示してしまうのである。

（2）「はい回る経験主義・子ども放任」とならない
ための「学び方」指導

　いつも教師主導の授業ばかりしている学級でいき
なりアクティブ・ラーニングをしようとしても無理
である。そこで、図１のように授業の型を順次経験
するようにして、各教科の問題発見の仕方、予想の
仕方・仮説の立て方、練り合いの仕方、発表・討論
の仕方などの「学び方」を育成して、児童生徒主体
としても、確かな学びを実現できるようにすること
が必要である。
（3）学びの質を保証する協働学習
　アクティブにするだけでは、「学びの高まり（広
がりと深まり）」を実現することはできない。そこ
で必要なのが、異なる意見とふれあい練り合う中で、
自らの見方・考え方・感じ方を広げたり深めたりす
る協働学習である。これにより、「ディープ・ラー
ニングbyアクティブ・ラーニング」を実現するこ
とが、アクティブ・ラーニング型学習を価値あるも
のにする必要条件なのである。
　また、ペア学習・小集団学習・ジグソー学習など
固定的・強制的に集団を組むと、優秀な児童生徒に
引きずられて、その子ならではの見方・考え方・感
じ方のよさを引き出せなくなったり、多様な考えが
生成されるのを妨げたりするため、図２のように、
どの場面でどのような思考を使うのか、個別と協働

アクティブ・ラーニングの指導
案はこうつくる

鳴門教育大学大学院准教授

藤村裕一
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　平成27年８月、中央教育審議会教育課程

企画特別部会は、次期学習指導要領の土台と

なり骨格となる「論点整理」をまとめた。そ

こでは、これからの社会に求められ、子供た

ちに育成すべき資質・能力を三つの柱として

まとめた。そして、「アクティブ・ラーニン

グの視点による不断の授業改善」と「カリキュ

ラム・マネジメントの充実」によって三つの

柱を育成することを今後の方向性として示し

た。ここでは、生活科や総合的な学習の時間

において、「論点整理」に示された学習指導

要領改訂の方向性を踏まえ、今からできる授

業づくりについて考えていきたい。
アクティブ・ラーニングの
三つの視点による授業改善　「論点整理」ではアクティブ・ラーニング

による授業改善の視点を、以下の三つに整理

した。
　一つは、習得・活用・探究という学習プロ

セスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた

深い学びの過程が実現できているかどうか。

二つは、他者との協働や外界との相互作用を

通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な

学びの過程が実現できているかどうか。三つ

は、子供たちが見通しを持って粘り強く取り

組み、自らの学習活動を振り返って次につな

げる、主体的な学びの過程が実現できている

かどうか。　このそれぞれの視点での具体的な授業改善

については、例えば以下のことが考えられる。

　深い学びの過程については、生活科では思

いや願いを大事にしながら、体験したことを

体験だけで終わらせず、見付ける、比べる、

たとえるなどの多様な学習活動を工夫して、

身に付けたい力を実現していく過程を大切に

したい。そこでは、これまで通り体験活動を

重視し、表現活動との相互作用を意識したい。

総合的な学習の時間では、①課題の設定、②

情報の収集、③整理・分析、④まとめ・表現

とする探究のプロセスの一層の充実が求めら

れる。とりわけ①と③を充実することが大切

になる。なぜなら、この場面でこそ課題を自

分事として捉える本気で真剣な学びが生まれ

るとともに、収集した情報を再構成する思考

の活性化が期待できるからである。こうした

思いや願いの実現に向けた学習活動や問題解

決に向けた探究活動は、各教科等で身に付け

た知識や技能を総合的に発揮・活用する学習

場面を頻繁に生み出すものとして期待でき

る。
　対話的な学びの過程については、これまで

同様、異なる多様な他者との学び合いを重視

することが大切になる。生活科では、例えば、

前回改訂で新設された内容（８）「生活や出

来事の交流」によって、自分たちの生活や地

域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を行

い、身の回りの多様な人々と進んで交流する

ことなどを一層推進したい。総合的な学習の

時間においても、他者とともに問題の解決に

取り組む学習活動を大切にしたい。探究のプ

ロセスを質的に高めていくためにも、異なる

多様な他者と力を合わせて問題の解決に向か

うことが重要だからである。このように、多

アクティブ・ラーニングの視点とカリキュラム・

マネジメントの充実を授業づくりに生かす文部科学省初等中等教育局視学官　田村　学

小学校・中学校
生活科／総合的な学習の時間

三校
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アクテ
ィブ・

ラーニ
ングと

は

　本シ
リーズ

のパイ
ロット

号で、
次代を

担う子
ども

たちに
求めら

れる資
質・能

力につ
いて解

説し、
その

中で、
アクテ

ィブ・
ラーニ

ングに
ついて

は、「課
題

解決に
向けて

一人ひ
とりが

責任を
持って

自己の
考え

を述べ
、より

よい解
に向け

て主体
的・協

働的に
学ぶ

こと」
と定義

付けし
ている

。そし
て、ア

クティ
ブ・

ラーニ
ングを

学習活
動や学

習形態
の改善

に留め
ず、

このよ
うな学

びを通
して、「

これか
ら遭遇

するか
も

しれな
い正解

のない
・答え

が一つ
に定ま

らない
諸課

題に対
して、

一人ひ
とりが

ひるむ
ことな

く責任
を

持って
自己の

考えや
思いを

述べ、
少しで

もより
よい

解を協
働的に

見出し
ていく

という
考え方

や生き
方」

を身に
付けさ

せたい
、この

ような
考え方

・生き
方こ

そがこ
れから

求めら
れる資

質・能
力であ

る、と
捉え

ている
。

　2015
年秋の

ドラマ
「下町

ロケッ
ト」が

多くの
人

の話題
に上っ

た。こ
の原作

者であ
る池井

戸潤の
作品

は銀行
を舞台

にする
ことが

多いが
、筆者

は『下
町ロ

ケット
』や『

ルーズ
ベルト

・ゲー
ム』、『

空飛ぶ
タイ

ヤ』な
ど中小

企業が
大企業

に挑む
類のも

のを好
んで

読む。
次から

次へと
降りか

かる難
問課題

に対し
て決

してひ
るむこ

となく
、同僚

をはじ
め異業

種の経
営者

や技術
者、弁

護士、
医師な

どの多
様な立

場の人
たち

と協力
して問

題解決
を図っ

ていく
姿に感

動を覚
える

と共に
、実社

会にお
けるア

クティ
ブ・ラ

ーニン
グ的

な問題
解決の

在り方
のモデ

ルを見
出す。

誰一人
とし

て答え
を持ち

得ない
問題に

対して
、諦め

ては終
わり

である
。多様

な他者
とかか

わりな
がら如

何に生
きて

いくべ
きか、

学ぶこ
とが多

い。

　本号
にも掲

載され
ている

が、殆
どの教

科等に
おい

てアク
ティブ

・ラー
ニング

を実施
してい

るのが
横浜

市立南
高等学

校附属
中学校

である
。多く

の小学
校か

ら進学
し少な

からぬ
不安を

抱える
生徒に

対して
、ど

の教師
も年度

始めに
徹底し

て「教
室はま

ちがう
とこ

ろだ」
を言い

続け、
生徒た

ちも言
葉に記

し教室
に掲

示する
。「自信

がなく
ても発

表しよ
う」「ど

のよう
な

意見も
受け入

れ合お
う」と

いう意
識を定

着させ
る。

「教室
はまち

がうと
ころだ

」とい
う学校

・学級
文化

はアク
ティブ

・ラー
ニング

の基盤
である

。

　愛知
県田原

市立赤
羽根小

学校は
「本気

で考え
、実

践する
子の育

成～ア
クティ

ブ・ラ
ーニン

グで「
ふる

さと」
に学ぶ

～」を
研究主

題に掲
げ、各

教科等
にお

いて探
究的な

授業づ
くりに

取り組
んでい

る。２
階廊

下に『
教室は

まちが
うとこ

ろだ』（
蒔田20

04）の
全

文（写
真部分

は全体
の五分

の一程
度）が

掲示し
てあ

る。「さ
すが、

アクテ
ィブ・

ラーニ
ングに

取り組
む

学校だ
けに、こ

の言葉
を大切

にされ
ている

んです
ね」

と感心
してい

ると、
先生方

もこの
場所に

貼られ
てい

る意味
を改め

て理解
された

ようだ
。

　私は
廊下に

掲げて
あった

全文を
読み、ア

クティ
ブ・

ラーニ
ングが

目指す
授業づ

くりの
基盤と

なる考
えは

この詩
の中に

込めら
れてい

ると確
信した

。

　特に
、冒頭部

分の「ま
ちがっ

た意見
を　言

おうじ
ゃ

ないか
　まち

がった
答えを

　言お
うじゃ

ないか
」よ

りも、
第一段

後半部
分の「

ああじ
ゃあな

いか　
こう

じゃあ
ないか

と　み
んなで

出しあ
い　言

いあう
なか

アクティ
ブ・ラー

ニングと

その実
現のため

の研修
を考える

鳴門教
育大学

大学院
教授

村川雅
弘

実践！ アクテ
ィブ・

ラーニ
ング研

修［第１
回］

念校
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「育ち」と「学び」をつなげる授業
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学力論の原理的転換

　これは、2015年８月に教育課程企画特別部会
が出した「論点整理」で本当にはっきりしてきた
ことなんだけれど、今回の学習指導要領改訂では、
教育課程の基盤をなす学力論が、その原理の水準
からすっかり変わってしまう。この連載は、授業
づくりについて書く約束で、タイトルもそうなっ
ている。でも、学力論の天地がひっくり返る以上、
当然のことながら、授業づくりもその根本から見
直す必要が出てきた。というわけで、１年間12
回の連載を通して、何とか授業づくりの具体にま
でたどり着きたいと考えてはいるんだけれど、ま
ずは学力論なんて七面倒くさいところから話を始
めなきゃならないことをお許しいただきたい。コンピテンシー・ベイスの学力論
へ

　学力という言葉から、あなたは何をイメージす
るだろう。国語、算数、理科、社会といった教科、
さらには同じ算数でも、数と計算、図形、量と測
定、数量関係などの細かく区切られた領域の中に
お行儀よく収まっている、要素的な知識や技能を

思い浮かべる人が多いんじゃないかなあ。
　つまり、カリキュラムを構成するそれぞれの領
域にあらかじめ配分された要素的な知識や技能を
量的にどれだけたくさん、また教わった通りの正
確さで所有していて、それをテストの時に素早く
再生できるかどうか。それが学力だというイメー
ジなんだろう。こういった学力の見方は、いわゆ
る領域固有知識、学習指導要領で言う「内容」、
英語で言うとコンテンツを基盤としているから、
コンテンツ・ベイスの学力論と呼ばれてきた。
　ところで、子どもたちは、なぜあんなにも大量
の要素的知識を学校で学ぶんだろう。それは、将
来出合うであろう人生のさまざまな困難に対し
て、学んだ知識を自在に活用し、適切に問題を解
決していくために違いない。ところが、実際の問
題解決を進める上では、単に領域固有知識をたく
さん抱え込んでいるだけではまったく不十分だ。
　まず、目の前の問題に対し、所有する膨大な知
識の何がどのように使えるのかを、迅速且つ的確
に判断できなければならない。また、現実の問題
場面では学校で教わった通りに知識を適用できる
ことはまれで、多少なりともアレンジする必要が
ある。これら、いわゆる思考力や判断力と呼ばれ
てきた学力の側面が、まずもって欠かせない。
　さらに、問題解決に際しては、粘り強く問題解
決に取り組む意欲や自己調整能力など、情意的な

今再び、コペルニクス的転回の時
上智大学教授奈須正裕

三校
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theme 5

目指す授業
日々の学習の一場面から

　「学習計画表を見てください。今日は、浄水場で
水道水がどのように作られているか調べます」「水
道水は消毒されているということを聞いたことがあ
ります。安全な水を作るための仕事をしているのだ
と思います」「資料集の○ページに、調べたいこと
の資料が載っていました」「私は、役所に行って、
水道関係の資料をもらってきてみました」……。
　これは、本校第４学年社会科で行った「住みよい
くらしをつくる～わたしたちのくらしと水～」の一
場面である。「わたしたちが日々使っている水はど
こから来てどのように作られているのだろうか」と
いう意識の下、学習計画を立て、それに沿って自分
たちで学習を進めていた。基礎資料として教科書や
副読本をベースにしながら、ある子は、役所や図書
館で必要な情報を収集してきていた。また、ある子
は、実際に水道博物館やダムへ家族に連れて行って
もらい取材をしてきた情報を友達に提供しながら学
習していた。
　単元のまとめ段階では、調べてきたことを整理し、
対話を通して考えを深めていく子どもたちの姿が見
られた。「私が一番すごいと思ったのは、水が遠く

の水源林から来ていたことです」「私もそれはすご
いと思ったけれど、やはりそうした水源林やダムを
管理している人たちもすごいと思いました」「僕は、
すごいと言えば24時間水道を管理している浄水場
の人たちの努力もだと思います」「みんなが言って
いることをまとめてみると、私たちがいつも水を使
えるのは、多くの人に支えられているということで
いいですか？」。事実を整理し、関連付けながら、
子どもたちが自分たちで概念化していく姿が見られ
た。

　このように、私が目指す授業は「子どもたちが自
分たちで創り上げていく授業」である。子どもたち
が主体的・協働的に問題を解決し、新しい知識や概
念を獲得したり、新たな考えや価値を生み出して
いったりする学びでこそ、これからの時代を生き抜
くための資質・能力を育成できる。
　私は、こうした授業を成立させるために、学習方
法知を意図的・計画的に徹底して鍛えることを継続
してきた。中央教育審議会教育課程企画特別部会か
ら平成27年８月26日に示された「論点整理のイメー
ジ」の中でも、「どのように学ぶか」について光を
当てていく重要性が述べられている。今回は、私が
授業を設計する上で大切にしていることを紹介して
いきたい。

子どもたちが
自分たちで創り上げていく授業

東京都新宿区立西新宿小学校主幹教諭

池田　守
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 theme 5 
［特集］新教育課程型授業を考える──アクティブ・ラーニングの理論と実践

子どもたちが自分たちで創り上げる
授業を成立させる四つのメソッド

（１）１単位時間の授業の流れの理解
　子どもたちが授業を自分たちで創り上げるには、
授業の流れを自分たちのものにしていなければ始ま
らない。そこで、まずは１単位時間の学習過程の基
本形を子どもたちに示した。授業で大切な要素は、
（ア）子どもたち自身が問いをもっていること、（イ）
自分で考える時間が確保されていること、（ウ）集
団で比較・検討する時間が確保されていること、（エ）
その時間で学んだことを自分たちで価値付けさせる
こと、（オ）自己の（または集団の）学びや成長を
振り返る時間があること、の五つである。こうした
ポイントを押さえ、学習過程を設定した。
　自分たちで学ぶ方法として、１単位時間当たりの
学習過程を、「①問いをもつ」「②自力解決」「③集
団解決」「④価値の共有」「⑤振り返り」とした。自
ら問いをもち、問いと向き合い、友達との学び合い
を通して自分なりの考えをまとめていく展開であ
る。①～⑤の流れを常に意識して学習させるために、
「先生にたよらず、自分たちで学ぶ方法」（図参照）
を子どもたちに配布し、教室にも掲示した。
　この基本とする学習展開を各教科で統一すること
で、どの子どもも安心して学ぶ姿が見られるように
なった。授業の中で次に何をするのかが分かるよう
になったためである。学習に対して全て受け身で
あった子ども、学習に苦手意識のあった子ども、特
別な配慮を要する子ども、様々な子どもたちに対す
る大きな支援となった。授業のユニバーサルデザイ
ン化の視点からも大きな意味があった。

（２）自分たちで学ぶための言語の鍛え
　学びを進める上で土台となるのは言語である。教
科学習だけでなく、全教育活動の中で言語力を鍛え

１単位時間当たりの問題解決的な学習の展開

個人言語・対話言語
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授業づくりの
ポイントが満載

　学習指導要領改訂に向けた主
要テーマを連載で詳細に解説し
ていきます。

豪華執筆陣による
すぐ役立つ連載！

学�
習
指
導
要
領
改
訂
に
向
け
て
の

動
き
を
毎
月
お
届
け
し
ま
す
。


